
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

平成２３年熱中症による救急搬送と気象状況 

 
  救急状況 

平成２３年夏期（６月～８月）の明石市における熱中症による救急搬送人員は、７０人でした。 
これは、平成２２年の統計値と比較すると１７人の減少となります。 

  救急搬送された方を年齢別でみると、高齢者（６５歳以上）が３２名（45.7%）と最も多く、次いで 
 成人（１８歳以上６５歳未満）が２７名（38.5%）、少年（７歳以上１８歳未満）が１１名（15.7%）の 
 順となっています。 
  また、救急搬送された方を傷病程度別でみると、重症（３週間の入院加療を必要とするもの以上）が 

１名、中等症（重症又は軽症以外のもの）３２名、軽症（入院を必要としないもの）３７名で、死亡者 
の発生はありませんでした。 
 
 
 
                          明石市西部地域の方が暑かった？ 

                           左図は、熱中症で救急車が出動した地区を 
                           表したものです。市のおよそ中央部谷八木 
                           川で東西にわけると、東部地域が３１名、西 
                           部地域が３９名と、明石市の西部地区がわず 
                           かながら多くなっています。 
 

熱中症救急統計 

統計期間：平成２３年６月１日から８月３１日まで 
明石市消防本部 総務課 企画広報係 



  救急車の出動地区（町名）別統計 
   

出動地区（町名） 搬送人員 出動地区（町名） 搬送人員 

明石市魚住町西岡 ６ 明石市北王子町 １ 
明石市大久保町大窪 ５ 明石市西明石南町１丁目 １ 
明石市二見町南二見 ４ 明石市小久保２丁目 １ 
明石市藤江 ３ 明石市太寺１丁目 １ 
明石市魚住町清水 ３ 明石市大蔵谷字東山西山 １ 
明石市大久保町江井島 ３ 明石市太寺３丁目 １ 
明石市大久保町高丘３丁目 ３ 明石市大明石町１丁目 １ 
明石市二見町東二見 ２ 明石市港町 １ 
明石市大久保町八木 ２ 明石市中崎１丁目 １ 
明石市魚住町金ヶ崎 ２ 明石市林崎町３丁目 １ 
明石市大久保町西島 ２ 明石市宮の上 １ 
明石市大久保町谷八木 １ 明石市和坂２丁目 １ 
明石市東藤江２丁目 １ 明石市松が丘１丁目 １ 
明石市大蔵町 １ 明石市明石公園 １ 
明石市松の内１丁目 １ 明石市二見町福里 １ 
明石市魚住町中尾 １ 明石市立石１丁目 １ 
明石市松江 １ 明石市松が丘５町目 １ 
明石市大蔵谷字清水 １ 明石市魚住町長坂寺 １ 
明石市上ノ丸１丁目 １ 明石市林１丁目 １ 
明石市大明石町２丁目 １ 明石市大久保町大久保町 １ 
明石市新明町 １ 明石市貴崎４丁目 １ 
明石市二見町西二見 １ 明石市荷山町 １ 
明石市西明石町１丁目 １ 明石市大久保町高丘５丁目 １ 

 
 
 
気象状況 
  昨年、全国的にも猛暑日が続き、明石市内においても平均気温が３０度以上の日が１２日ありました 
 が、今年は２日（８月１１日と１８日）のみでした。 
  最高気温でみると、８月１３日の３４．８度が一番高い気温となっています。 
 

※ 気象観測値は、明石市消防本部気象観測装置による 
 
 
 



平均気温の比較と熱中症による救急搬送人員 

 下のグラフは、平成２３年６月１日から８月３１日までの平均気温と熱中症による救急搬送人員を 
 昨年の同季データと比較したものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

搬送人員（人） 

６月 ７月 ８月 



最高気温の比較と熱中症による救急搬送人員 

 下のグラフは、平成２３年６月１日から８月３１日までの最高気温と熱中症による救急搬送人員を  
 昨年の同季データと比較したものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

搬送人員（人） 

６月 ７月 ８月 



熱中症による救急搬送者の内訳 

  
性別と年齢 

  熱中症で救急搬送された７０名を、男女別でみ 
 ると男性が５０名で、女性の２０名を大きく上回 
 っています。 

 また、救急搬送された方を年齢別で比較してみ 
ると、０歳から９歳までの搬送者はなく、高齢者

（６５歳以上）が、３２名で全体の約半数を占め、 
次いで成人（１８歳以上６５歳未満）２７名、少 
年（７歳以上１８歳未満）１１名の順となってい

ます。 
 

救急要請時刻 

  熱中症により１１９番要請された時刻をみる 
 と、就寝中は少なく、正午と午後５時に多く１１ 
 ９番要請されています。 
  また、１１９番要請された時刻を各年齢別割合 
 でみると、午前中は高齢者の要請が多く、午後か 
 ら、他の年齢層において増加していく傾向にあり 
 ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（時） 

（名） 

（名） 

（時） 



発生場所 

  発生場所についてみると、「住宅内」での発生 
 が３１名と最も多く、次いで「道路等」が１１名、

「学校等」「その他」の９名が続いています。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
救急要請前の状況 

  熱中症により救急搬送された方の、救急要請前 
 の行動について、年齢区分ごとにみると高齢者に 
 ついては、屋内で通常の生活をしていても多くの 
 方が熱中症を発症しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
救急搬送者の傷病程度 

  救急車で病院へ搬送された方の初診時の程度 
 をみると、その約半数以上が軽症でした。 
  しかし、高齢者の搬送者３２名をみると、その 
 ６割が中等症で入院加療が必要となっています。 
  また、１０歳から１４歳までの小学生について 
 も搬送された半数が、入院加療が必要となってい 
 ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（名） 

（名） 

（名） 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高齢者の熱中症 

  明石市消防本部では、今後更なる高齢化社会の

進展にそなえ、救急搬送者の居住形態を今年１月

から調査しています。これは、住宅内で発生した

救急事案で且つ、その救急搬送対象者が６５歳以

上の高齢者である場合に、救急隊員が現場での聞

き取り状況などから、居住形態を判断し一人暮ら

し高齢者の方や、老々介護等において１１９番通

報の遅延等を調査し、今後の救急業務に役立てよ

うとするものです。 
  この統計値を利用し、熱中症で搬送された高齢

者３２名のうち統計対象となる２０名を抽出し

調査したところ５名の方が、一人暮らし高齢者と

いう結果になりました。さらにこの５名の１１９

番通報状況（発見状況）をみると、①様子を見に

来た家族が発見通報２名 ②様子を見に来た付

近住民が発見通報２名 ③緊急通報サービスを

利用しての通報１名となっています。 
  さらに熱中症の症状を発症（推定）してから、

１１９番通報までの時間を調査すると、自宅居室

で倒れ３日間動けずに発見され、１１９番通報さ

れたケースもありました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

死亡 重症 （Ｂ）中等症 軽症

０ ～ ４ 0 ―
５ ～ ９ 0 ―
１ ０～ １ ４ 6 3 3 50.0%
１ ５ ～ １ ９ 6 2 4 33.3%
２ ０ ～ ２ ４ 2 1 1 50.0%
２ ５ ～ ２ ９ 2 1 1 50.0%
３ ０ ～ ３ ４ 3 3 ―
３ ５～ ３ ９ 0 ―
４ ０～ ４ ４ 1 1 ―
４ ５～ ４ ９ 4 1 3 25.0%
５ ０ ～ ５ ４ 4 1 2 1 50.0%
５ ５ ～ ５ ９ 3 1 2 33.3%
６ ０ ～ ６ ４ 7 1 6 14.3%
６ ５ ～ ６ ９ 3 1 2 33.3%
７ ０ ～ ７ ４ 5 4 1 80.0%
７ ５ ～ ７ ９ 11 6 5 54.5%
８ ０ ～ ８ ４ 4 3 1 75.0%
８ ５ 以 上 9 6 3 66.7%
合 計 70 0 1 32 37 ―

初診時傷病程度 中等症率
（Ｂ）／（Ａ）

年齢（歳）
（Ａ）

搬送人員

年齢５歳階級別でみた傷病程度 

・一人暮らし高齢者 ５名 

・上記以外１５名 

（名） 

（名） 



熱中症予防への取り組み 

  消防本部では、昨年急増した熱中症による救急 
 搬送への対策として、市保険・健康部と連携し、

今夏の熱中症予防対策を進めました。 
  消防本部から、熱中症による救急搬送患者の

統計情報を市保険・健康部に提供、これらをも

とに市保険・健康部で「熱中症予防対策」のパ

ンフレット」が作成されました。 
  作成されたパンフレットは、出前講座をはじめ

各健康教室や市民救命士講習会開催時に市民の

皆様へ配布されたほか、民生児童委員や市関係機

関を通じ、一人暮らし高齢者の方や高齢者施設に

も配布されました。 
  熱中症予防対策については、期間中、継続的な

広報活動が必要なことから、防災無線による定期

的な広報や、市広報誌への掲載、明石ケーブルテ

レビ等を積極的に活用した広報活動を展開しま

した。 
  また、明石市防災センターにおいて市内事業所、

学校関係者、市民等を対象に「熱中症予防対策講

習会」を開催しました。この講習会では、熱中症

予防対策について全国的な取り組みを行ってい

る「大塚製薬株式会社」から講師を招き「知って

防ごう熱中症」を演題に、約８０人の参加者が熱

心に聴講されました。 

写真上「明石ＣＡＴＶ放映」 

写真下「熱中症予防対策講習会」 

（H23.7.26 於：明石市防災センター） 

「熱中症予防対策パンフレットと広報あかし掲載状況」 


